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１．はじめに  

国土交通省国土技術政策総合研究所では，官民研

究開発投資拡大プログラムの「⾰新的建設・インフ

ラ維持管理技術」において，自動施工の実現に向け，

施工段取りを自動生成するAIの開発促進に資する学

習用データを蓄積・保管し，共有利用するための施

工現場時空間モデル標準（案）を検討している１）２）．

本報告では，土工の実現場を対象にした現場データ

の収集結果から，工程進捗データの活用方法や，施

工段取りに必要な情報項目について検討結果を示す． 
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図‐１ 施工現場時空間モデル標準（案） 

２．目的  

 施工段取り用 AIの学習用データについては，抽出

すべき特徴量の増大に対してその全ての特徴量の有

意性を担保しうるだけのデータ量が必要となってく

る．また，多くの量のデータを蓄積するためには，

様々な現場で異なるシステムを用いて取得される工

程進捗データについて，共通な形式を揃えることが

重要である．本報告では，施工現場で利用されてい

る現場管理支援サービス（ＩＣＴ建設機械の施工履

歴データを保管・共有できるサービス等, 以降「支

援サービス」）の調査結果をもとに，施工進捗データ

として備えるべき情報項目を検討した．なお,当該サ

ービス等利用による施工管理者の作業時間の変化に

関し,貴重なデータがえられたため,併せて報告する 

３．調査対象現場 

（１）現場概要 

対象現場は，ダム上流部貯水池内の掘削工事，堆

積土掘削・運搬工約 55,000 ㎥の現場であり，ICT 建

機（MG バックホウ）１台，ICT 建機（MC ブルド

ーザ）１台，10t ダンプの施工体制で実施されていた

（図‐２）． 

 
図‐２ 現場状況写真 

（２）現場管理支援サービスの導入と利用場面 

本現場では, Sitelink3D及び LOADEX 100（Topcon）

並びに VAS-MAP（アカサカテック）を導入し，「ＩＣ

Ｔ建機の施工履歴データを活用した出来形・出来高

の進捗管理」，「ダンプ運行管理システムを活用した

ダンプ台数管理」に利用した（図-３，図-４）. 
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図‐３ Sitelink3D（Topcon）の主な機能 
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それぞれの利用場面・機能は下記のとおり. 

・ 各建機（バックホウ・ブルドーザ）の日々の掘

削範囲，掘削土量の把握を LOADEX 100 を通じ

Sitelink3Dのレポート機能で行った（図-５）. 

・ 各ダンプの日々の運行（積卸回数，運搬量）を

VAS-MAP のレポート機能で確認した(図-６). 

４．工程進捗把握に有用な情報・サービス活用効果 

 今回導入の支援サービスに関する施工者へのヒア

リングから,施工の段取りに関する効果と有用な情報

項目を整理した（表-１）．整理結果は下記のとおり． 
・ 計画面と現況面との標高差がヒートマップで視

覚化され，完了箇所を現場管理者及びオペレー

タが把握しやすく, 日替わりとなるオペレータ

にも, 容易に当日の作業範囲の指示ができる. 

・ ダンプ運搬状況がリアルタイムに把握できるた

め，運搬経路の見直し等に活用できる. 

表‐１ 工程進捗把握に有用な情報 

分類 有用な情報項目 

作業状態

の表現 
・ ＩＣＴ建機の位置 

・ 日当たり施工量（施工履歴データを活用） 

・ ダンプの台数, 運搬経路, 運搬土量（積載時

のショベル側バケット重量データを活用） 

また、当該現場の施工管理者(南氏)が, 支援サービ

ス等を極めて有効に利用する工夫をしたことで, 特
筆に値する労働時間の変化が見られた. （図-７）． 

５．おわりに 

 本報告では，施工の段取りなどを対象とした AIの

開発に向け，実現場における支援サービスの調査を

行い，必要な学習用データの蓄積・保管と共有化を

進めるための工程進捗モデル標準（案）の情報項目

の抽出を行った．実現場で取得できる施工段取りの

情報項目として，ＩＣＴ建機やダンプ運搬の情報を

収集・可視化することで，現場管理者が日々の工程

進捗状況を把握しながら施工を進めることができる

ことが分かった．今後も様々な現場でデータを収集

し，工程進捗モデル標準（案）に必要な情報項目に

ついて，更なる検討を進める． 
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図‐５ Sitelink3D で利用した情報項目 

 

 

  

  

  

  

  

 

図‐６ VAS-MAPで利用した情報項目 

 

 

  

  

  

  

  

 

図‐４ VAS-MAP（アカサカテック）の主な機能 
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図‐７ 施工管理者の労働時間の変化 
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